
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国がんプロ協議会 

2024年度 

全国がんプロ教育 

合同フォーラム 

実 施 報 告 書 

主幹校： 名古屋大学 （東海がん専門医療人材養成プラン） 
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◆ 開会挨拶                        10：30～10：45   

名古屋大学大学院医学系研究科 研究科長  木村 宏 

文部科学省高等教育局医学教育課 課長  俵 幸嗣 

全国がんプロ協議会 会長 九州大学  馬場 英司 

         

それぞれの挨拶において、全国がんプロ教育合同フォーラムへの会場参加者ならびにWeb参加者に向けて     

謝辞が寄せられた。また、がん医療に携わる人材育成の重要性が改めて共有された。 

 

◎名古屋大学大学院医学系研究科 研究科長   木村 宏 

第 4期がんプロでは、名古屋大学は「東海がん専門医療人材養成プラン（東海がんプロ）」のもと、岐阜大学、浜松 

医科大学、名古屋市立大学、藤田医科大学、愛知医科大学、名城大学と強固に連携し、がん医療の新たなニーズや 

高度化に対応する人材を養成していく。また、全国 11 のがんプロ拠点において 1人でも多くのがん医療の専門家が増え 

る事を祈念している。 

◎文部科学省高等教育局医学教育課 課長   俵 幸嗣 

医療技術の進歩により、がんが不治の病ではなくなりつつあり治療の可能性も大きく広げているものの、同時に治療費の高 

騰や医療格差といった新たな課題が浮上し、長期治療を必要とする患者にとっての負担増が懸念される。また、先進医療 

に対応できる医療機関や人材の不足も深刻であり、医療の集約化と人材育成の必要性は一層高まっている。 

がん患者にとっての大きな励みの一つが、医療者が患者の心に寄り添う「共感」の力であったという実例からも、技術や知識   

だけでなく人に寄り添う医療者の重要性を感じている。 

◎全国がんプロ協議会 会長 九州大学   馬場 英司 

がんプロ事業を通し、日本の医療進歩に沿った高レベルでのがん専門医療人が育成されてきた。また、この成果が日本の医 

療進歩を表していると言っても過言ではない。育成すべき人材も医療技術の進歩に沿いプログラムを考え、より適切な人材 

育成に努めて来たが、俵課長の挨拶にあった患者の心に寄り添う医療者の姿とその重要性も、がんプロ担当教員は十分理 

解し教育に携わっていると思われる。改めて、がん専門医療人を育成するがんプロ事業の意義と重要性を感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                          

名古屋大学大学院医学系研究科 研究科長   木村 宏 

全国がんプロ協議会 会長 九州大学   馬場 英司 

文部科学省高等教育局医学教育課 課長   俵 幸嗣 

全国がんプロ協議会 顧問   松浦 成昭 

 

（松浦顧問からも挨拶を頂いた） 
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◆ 特別講演 Ⅰ                      10：45～11：30  

九州大学医学研究院保健学部門 医用量子線科学 教授  有村 秀孝 

医学物理士について取り上げ、養成の現状と課題、そして未来への展望について報告がなされた。            

技術革新や AI の活用による医療の個別化にともない、医学物理士の役割やスキルはさらに拡大し、その専門     

性はますます求められる領域となっている。 

 

1.医学物理士の現状 

・医学物理士認定制度と教育課程（九州大学の「医用量子線データサイエンティストコース」など） 

・養成の目的：がんの予防・診断・治療に貢献できる人材育成 

・必要な知識：物理・技術・AI・データサイエンス・臨床応用力 

 

2.九州大学病院における医学物理士の仕事 

・放射線治療装置の品質管理（QA） 

・治療計画の補助（IMRT など） 

・小線源治療（IGBT） 

・患者 QA（線量分布の検証） 

・装置のコミッショニング（臨床導入前の検証） 

・臨床研究と学会発表 

 

3.医学物理士の未来 

・高精度放射線治療技術の進展（IMRT, IGRT, ART など） 

・AI の活用：自動輪郭抽出、治療計画の自動化 

・放射線治療のタスクシフト・シェアによる役割拡大 

・Precision Medicine（個別化医療）への貢献：画像生検（Radiomics, Radiogenomics） 

・次世代に求められるスキル：専門知識＋ソフトスキル（コミュニケーション、マネジメント） 
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◆ 特別講演 Ⅱ                      13：00～14：00 

「医療専門職と患者・家族・市民社会をつなぐ Public Communication Mind とは？              

～ 求められる Non Technical Skill 」 

株式会社 CBC テレビ 論説室 特別解説委員  後藤 克幸 

医療の質と安全を高めるためにも、医学・医療の技術だけでなく、コミュニケーションスキルやマネジメントスキル       

など、社会との対話および互いを尊重し合う文化の構築が今の時代いかに重要であるか、様々な事例をもと          

に解説された。 

1. 医療専門職と患者・家族・市民社会をつなぐ Public Communication の重要性 

・医療は社会的存在であり、技術だけではなく「信頼」が不可欠 

・西欧では移植医療が「命を救う進歩」として受け入れられているが、日本では疑念が先行 

・医療者個人の努力に頼るのではなく、組織的・社会的な情報発信と対話が必要 

・「Public Communication Strategy」によって、医療が社会に支持される存在となる 

 

2. 医療チームに求められる Non Technical Skill 

・医療チームのパフォーマンス向上には、以下のスキルが重要であり、これらは、医療事故の予防、職場環境 

の改善、患者との信頼構築に直結する 

▻状況認識（Situation awareness） ▻意思決定（Decision making） 

▻コミュニケーション能力（Communication skills） ▻チームワーク（Team working） 

▻リーダーシップ（Leadership） ▻ストレス管理（Stress management） 

▻疲労管理（Fatigue management） 

 

3. 事例と具体例 

・医療事故被害者の「四つの願い」（原状回復・謝罪・真相究明・再発防止）に寄り添う姿勢の重要さ 

・ポール・マッカートニーの「Yesterday」に見る、家族間の情報共有の大切さ 

・Advance Care Planning（ACP）の実践：日常的な価値観の共有が医療安全に貢献する 

・学校との協議による糖尿病児支援、病院ラジオなどの Public Communication 
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◆ 基調講演                        14：00～15：00 

東北大学大学院医学系研究科 臨床腫瘍学 准教授  高橋 雅信 

腫瘍循環器学の重要性と現状の課題、東北広域次世代がんプロ養成プランの取り組み並びに全国      

がんプロ協議会学際領域部会循環器分野における取組みについて報告があった。 

 

1. 腫瘍循環器学の重要性 

・心血管有害事象は増加傾向（Herrmann et al. Eur Heart J. 2022 43:280-299.） 

・がん治療に伴う循環器系合併症への対応が求められる 

・消化器がんに用いられる抗がん薬の変遷、2000 年頃と 2025 年時点の薬剤比較 

・分子標的薬や免疫療法の導入が進み、治療の個別化が進展 

・腫瘍循環器・腎臓・老年腫瘍学など、学際領域の体系的な教育が急務 

 

2. 東北広域次世代がんプロ養成プラン 

・目的：東北 7県のがん医療課題に対応する専門人材の育成 

・体制：東北大学を代表校とし、6大学院に 56教育コースを設置 

・対象職種：医師、歯科医師、薬剤師、看護師、その他医療職 

 

3. 腫瘍循環器学関連の教育・セミナー 

・がんプロセミナーの開催報告 

・学際領域部会腫瘍循環器学分野の立上げと第 1回腫瘍循環器セミナーの開催報告 

・2023-2025 年厚労科研 

「がん患者に発症する心血管疾患・脳卒中の早期発見・早期介入に資する研究」 
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近畿大学医学部内科学教室 腎臓内科部門 講師  村島 美穂 

          Onco-nephrology について、近畿大学病院での取り組みや抗腫瘍薬による腎関連有害事象に        

関する研究成果報告、腫瘍内科と腎臓内科の連携を通じた人材育成の重要性について報告があった。 

 

1. Onco-nephrology の重要性および対象領域 

・がん患者の高齢化と治療の進歩により、腎障害の合併が増加 

・腎機能低下はがん予後に悪影響を及ぼす 

・腫瘍内科と腎臓内科の連携による全身的アウトカム改善が求められる 

・急性・慢性腎障害、薬剤性腎毒性、電解質異常、腎細胞がん、移植後腎疾患など広範な対象領域 

 

2. 近畿大学病院での取り組み 

・imNET（免疫関連有害事象対策チーム）発足と取り組み 

・imNET の課題と展望 

 

3. 抗腫瘍薬による腎関連有害事象に関する臨床研究と症例 

・対象：2644名のがん患者（2018〜2020年） 

・結果：低ナトリウム血症、低マグネシウム血症、急性腎機能低下（ADKF）が高頻度で発生 

・リスク薬剤：シスプラチン、オキサリプラチン、ペンブロリズマブなど 

・症例：84歳女性肺腺癌患者におけるエヌトレクチニブ投与後の腎機能悪化 

 

4. 人材養成への示唆 

・腫瘍内科ならびに腎臓内科の双方が互いの領域に「少し」詳しくなることで、協働が促進される 
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東京科学大学大学院医歯学総合研究科 臨床腫瘍学 主任教授  浜本 康夫 

老年腫瘍学の現状と課題として、食道癌に関する治療戦略の変化等を例に、高齢がん患者の増加に       

伴う科学的評価と患者の生活価値を両立させる治療の必要性や、老年腫瘍学の体系的な教育および      

人材育成の重要性について報告があった。 

 

1. 食道癌に対する治療戦略: 2014年 

・高齢者か非高齢者かの選別が不明確だった 

・高齢者機能評価自体が実施されておらず、成熟したドクターの間では懐疑的な意見が出ていた 

・高齢者に至適な治療法がなく、治療オプションの一貫性等がなかった 

・食道癌に承認された薬剤が限定的であったため選択肢が乏しかった 

 

2. 食道癌に対する治療戦略：2024年 

・施設限定的ではあるが、高齢者機能評価の経験が増加してきた 

・高齢者機能評価と介入のエビデンスが蓄積されてきた 

・治療オプションおよび薬剤の選択肢が増えてきた 

 

3. 高齢癌治療の現実と課題 

・消化器癌のほとんどは高齢者 

・高齢者診療の科学的アプローチ経験は増加 

・尖ったオンコロジストは関心が乏しい（研究ベースと臨床ベースを混同される） 

・疾患特異的なエビデンスの構築が重要 

・多彩な真のエンドポイント（予後の向上だけではなく高齢者の嗜好も尊重へ） 
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◆ 全体討論                        15：00～16：00 

  

全国11拠点における学際領域の取組および第 4期がんプロの取組について報告を行った。報告後の      

討論では、様々な専門医が関わる学際領域が抱える課題、今後の目標、取組方法の提案など活発な     

意見が交わされた。  （※筑波大拠点、金沢大拠点、九州大拠点は EB で参加） 
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［札幌医 大拠点］  札幌医科大学  神津 英至 

「腫瘍循環器領域において、施設間の格差ならびに人材育成および各派・多職種の連携面で課題を抱えており、 

循環器医に腫瘍循環器領域への興味を持ってもらう取組や、大学院正 課程での腫瘍循環器病学の講義   

開講を通して、解決に努めていく。」 

（地域に貢献する北海道がんプロ養成プラン：札幌医科大学・北海道大学・旭川医科大学・北海道医療大学） 

 

［東北大拠点］  東北大学  高橋 雅信 

「学際領域に関しては、腫瘍循環領域、腫瘍腎臓学、老年腫瘍学を網羅するインターネット講義形式のインテ  

ンシブコースを設置し、腫瘍内科医の専門医を目指している大学院生にも受講を促している。また、連携大学に    

おいて、これら関連分野の正 課程コースを展開し養育を進めている。」 

（東北広域次世代がんプロ養成プラン：東北大学、弘前大学、秋田大学、山形大学、福島県立医科大学、新潟大学） 

 

［筑波大拠点］  筑波大学  古屋 欽司 

「関東次世代がんプロでは、オンライン教育プラットフォームを全国で使えるよう整備しており、第 4期は 3 つのテー 

マのもと現在 82講義を収録し 用を開始している。学際領域に関しては、千葉大学主導により他職種連携 

のケースカンファレンスを開催している。」 

（関東次世代のがん専門医療人養成プラン：筑波大学、千葉大学、群馬大学、日本医科大学、東京慈恵会医科大学、      

昭和医科大学、獨協医科大学、埼玉医科大学） 

 

［東京 学大拠点］  東京科学大学  浜本 康夫 

「首都圏に集約されたグループで 7大学が参画しており、正 課程コースとインテンシブコースにおいて多職種連  

携講義を展開している。学際領域については、腫瘍循環器、腫瘍腎臓学ならびに老年腫瘍学の講義を連携   

各校で実施し、教育を強化している。」 

（次世代がん医療を担う多職種人材養成プラン：東京科学大学、慶應義塾大学、国際医療福祉大学、順天堂大学、東海   

大学、 東京歯科大学、東京薬科大学） 

 

［金沢大拠点］  金沢大学  寺田 七朗 

「全国と比較し 15年以上進んだ少子高齢化社会という地域性から、地域医療の課題に対応する多職種チー   

ムの医療人養成をテーマに育成している。定期的にオンコロジーセミナー、緩和ケア事例検討会、国際セミナー   

を開催しており、大学院生の交流セミナーや市民講座も実施し、情報発信を行っている。」 

（北信のシームレスながん医療を担う人材養成：金沢大学、信州大学、富山大学、福井大学、金沢医科大学、長野県看護   

大学） 

 

［名古屋大拠点］  岐阜大学  牧山 明資 

「東海がんプロでは、学際領域の講義も含め第 4期における 3 つのテーマの講義を、連携大学の履修生がオン   

ライン ・オンデマンドで受講できる環境を整備している。岐阜大学では、がんセンターの中で再編成を行い、老年・  

希少・難治がんセンター、腫瘍循環器センター、腎臓病センターを設置し、学際領域の講義体制を構築して行く  

予定である。」 

（東海がん専門医療人材養成プラン：名古屋大学、岐阜大学、浜松医科大学、名古屋市立大学、藤田医科大学、愛知医科 

大学、名城大学） 



13 

 

［京都大拠点］  大阪医科薬科大学  藤阪 保仁                                             

「腫瘍循環器学・腫瘍腎臓病学・腫瘍老年病学において、E ラーニングを軸に定期的に多職種での検討会を実 

施し、連携校の履修生・教職員が学びを深めている。また、基礎と臨床を融合した学際領域人材の養成や、腫瘍

糖尿病学の新設を試みるなど、専門医間の相互理解を深める取り組みも行っている。」                                              

（高度化・多様化するがん医療を担う人材育成：京都大学、三重大学、滋賀医科大学、大阪医科薬科大学、京都薬科大学） 

［大阪大拠点］  大阪大学  勝木 翔平 

「腫瘍循環器学・腫瘍腎臓病学・老年腫瘍学・口腔機能管理の正 課程コースでは、多職種連携や基礎的  

臨床研究を通じて知識を幅広く身に付けることを目標にしており、定期的にカンファレンスも開催している。また、  

最先端のがん個別化医療、がん治療に伴う合併症や高齢者特有の課題に対応できる人材育成を推進している。」 

（地域に生き未来に繋ぐ高度がん医療人の養成：大阪大学、京都府立医科大学、和歌山県立医科大学、奈良県立医科大学、  

兵庫県立大学、森ノ宮医療大学） 

 

［近畿大拠点］  近畿大学  林 秀敏 

「神戸大学を中心に腫瘍循環器セミナーを開催し、阪神 5大学に広げた im ET5 を定期的に開きディスカッショ 

ンを行い、学際領域での取組みを進めている。今後は、大学院生も含めた多職種演習の実施や im ET5 を通じ

た学際領域研究の連携を課題に掲げ、教育・研究の連携強化に取り組んで行きたいと考えている。」 

（阪神 5大学サステナブルがん人材養成プラン：近畿大学、大阪公立大学、神戸大学、関西医科大学、兵庫医科大学） 

 

［岡山大拠点］  島根大学  田村 研治 

「学際領域に精通する専門家を育成するためのワーキンググループを設置し、第 4期は特に老年腫瘍学・腫瘍循

環器学・腫瘍腎臓病学の 3 つにフォーカスした E ラーニングのコンテンツ作成に取組んでいる。中四国がんプロだけ 

でなく、筑波大学のオンライン講義プラットフォームにもコンテンツを上げていく。」 

（地域をつなぐ未来世代のがん専門医療人養成：岡山大学、愛媛大学、香川大学、高知大学、高知県立大学、島根大学、     

徳島大学、鳥取大学、広島大学、松山大学、山口大学） 

 

［九州大拠点］  九州大学  磯部 大地 

「各大学において、がん学際領域循環器及び精神における講義、多職種によるシンポジウム、腫瘍循環器学の定

期講演、腫瘍循環器 来での実習などを開催している。また、九州がんプロでは年一回、一泊二日で全体研修 

会を行っているが、今年度は長崎大学が幹事となり、腫瘍腎臓学に関する講義を開催し学びを深めた。」 

（次世代の九州がんプロ養成プラン：九州大学、福岡大学、久留米大学、産業医科大学、佐賀大学、長崎大学、熊本大学、  

大分大学、宮崎大学、鹿児島大学、琉球大学） 
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◆ 閉会挨拶                            16：00   

全国がんプロ協議会 理事 名古屋大学   安藤 雄一 

         

 

 

 

 

（関係者に謝辞を述べる安藤理事） 


